
『往
生
要
集

』

に
於
け
る
五
念
門

の
歴
史

的
意
義
再
考

久

米

原

恒

久

五
念
門

の
修
相
は
、
法
然
上
入
が
示
す
所
謂

「
三
経

一
論
」
の
一
論

で
あ
る
世
親
著

『
往
生
論
』

に
説

か
れ

る
、
浄
土

へ
の
願
生
起
行
で

あ
り
、
奢
摩
他
、
砒
婆
舎
那

の
双
運
に
ょ
る
、
観
見
を
中
心
と
す

る

願
生
行
に
他
な
ら
な
い
。
元
来
、

称
名

一
行
を
中
心
と
す
る
易
行
易
修

(勝
劣
も
含
め
)
の
立
場
に
立
つ
道
紳

・
善
導
流

の
念
仏
か
ら
は
、
明
ら

か
に
一
線
を
画
す
も

の
で
あ
り
、
そ
の
犬
成
者
と
目
さ
れ
る
法
然
が
、

何
故

『
往
生
論
』
を
選
取
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
著
作
の
中
に
理

由
が
示
さ
れ
て
い
な
い
事
も
手
伝

っ
て
、
諸
々
の
論
義
が
な
さ
れ
て
い

る
。

こ
こ
で
は
、
五
念
門

・
世
親

↓

五
種
正

行

・
善
導

(印
度

中

国
)
、
同
じ
く
五
念
門

・
源
信
ー
↓

五
種
正
行

・
法
然

(日
本
)
と
い
う

浄
土
願
生
行
の
二
つ
の
類
似
し
た
パ
タ
ー
ソ
が
、
約
五
百
年
の
隔
た
り

を
経
て
く
り
返
さ
れ
た
と
見
る
観
点
に
立
ち
、
今

一
度
そ
の
具
体
的
様

相
の

一
端
を
要
約
し
て
み
た
い
と
思
う
。

こ
の
為

に
題
材
を
源
信

の

『
往
生
要
集
』
と
し
、
本
書
に
お
け
る
法
然
教
学
の
転
換
点
を
五
念
門

の
受
容
を
通
し
て
探

っ
て
み
た
い
。

五
念
門
は
、
『無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偶
』

の
長
行

の
中
に
創

設

さ
れ
た
修
相
で
あ
り
、
著
者
は
鍮

伽
唯
識
思
想

の
重
鎮
、
婆

藪

盤

豆

V
a
su
b
a
n
d
h
u

世
親

(四
〇
〇

四
八
〇
年
)
で
あ
る
。
五
三

一
(普
泰

元
年
、
又
は
五
二
九
年
と
の
説
も
あ
る
)
年
に
、
菩
提
流
支
に
よ
っ
て
漢
字

訳
が
施
さ
れ
、
や
が
て
こ
れ
を
受
け
た
曇
攣
…
(四
七
六

五
四
三
年
)
は

『
無
量
寿
経
論
註
』
上
下
二
巻
を
著
わ
し
、
本
書
に
凡
夫
相
応
行
と
し

て
の
解
釈
を
加
え
、
以
後

の
思
潮
に
犬
き
な
方
向
付
け
を
な
さ
し
め
た

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
流
れ
を
受
け
と
め
た
道
緯

(五
六
一

六
四
五
年
)

は
、
『安
楽
集
』
二
巻
を
著
わ
し

(
五
念
門
と
い
う
名
称
の
引
用
は
な
い
)
、

末
法
に
お
け
る
凡
夫
得
脱

の
途
を
模
索
し
た
。

こ
の
直
弟
、
善
導

(
六

一
三

六
八
一
年
)
は

『
往
生
礼
讃
偶
』

一
巻
を
著
わ
し
、
こ
の
中
で
五

念
門
行
を
受
容
し
た
が
、
既
に
そ

の
真
意
は
、
凡
夫
相
応
の
称
名
行
中

心
の
新
ら
た
な
る
行
体
系
構
築

に
動

い
て
い
た

の

で
あ
る
。
か
く
し

て
、
安
心
、
起
行
、
作
業
と
い
う
実
践
体
系

の
中
に
、
起
行
と
し
て
位

置
づ
け

つ
つ
も
、
『観
無
量
寿
経
疏
』
散
善
義

に
提

示

さ
れ
る
五
種
正

行
を
、
五
念
門
に
か
わ
る
実
践
体
系
と
し
て
、
後
に
高
ら
か
に
掲
げ
る

こ
に
な
る
の
で
あ

っ
た
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、
三
論
宗

の
智
光

(
七

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第
二
號

平
成
元
年
三
月
 

一
六
七
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『
往
生
要
集

』
に
お
け
る
五
念
門

の
歴
史
的
意
義

に

つ
い
て

(久
米
原
)
 

一
六
八

〇
九

七
七
〇
又
は
七
八
○
年
)
が
、
『
往
生
論
』
や

『
往
生
論
註
』
を
つ

う
じ
て
こ
の
五
念
門
を
う
け
と
め
、
独
自

の
解
釈
を
施
す
に
至

っ
た
事

が
、
初
期

に
お
け
る
受
容
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
外
、
中
川
実
範
に
お
け

る
釈
解
等

に
も
あ
る
如
く
、
浄
土
往
生
を
目
途
と
す
る
行

規

範

と

し

て
、常
に
中
心
的
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
、

天
台
僧
恵
心
僧
都
源
信

(九
四
二

一
〇

一
七
年
)
は
、
『往

生
要
集
』

を
著
わ
し
、
濁
乱
せ
る
世
相
を
背
景
に
、
阿
弥
陀
仏
国

へ
の
願
生
を
究

極
的
目
的

に
、
五
念
門
行
を
そ

の
中
枢
に
そ
え
、
念
仏

一
門

に
よ
る
得

脱
を
広
宣
す
る
に
至

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
や
が
て
、

こ
れ
に
接
し
た
法

然
は
、
『
往
生
要
集
』
に
よ

っ
て
浄
土
教

信

仰

へ
の
転
機
を
得
、

や
が

て
念
仏

一
行
に
よ
る
末
法
に
お
け
る
凡
夫
得
脱
の
途
を
打
ち
出
す
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
じ
く

『
往
生
要
集
』
に
援
用

せ
ら
れ
た
、
唐
の
善
導
犬
師

へ
の
傾
倒
と
い
う
動
き
を
も
伴
な
う
も
の

で
あ

っ
た
。
や
が
て
、
六
十
六
才
選
述
と
さ
れ
る

『
選
択
集
』
に
示
さ

れ
る
が
如
く
、
所
謂
称
名
正
行
を
中
心
と
す
る
五
種
の
正
行
が
、
法
然

に
お
け
る
行
体
系
の
中
核
と
し
て
、
五
念
門
行
に
換
置
さ

れ

る
が

如

く
、
最
要
な
る
行
規
範
と
し
て
提
示
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

こ
こ

に
、
中
国
、
日
本
、
両
国
に
お
け
る
浄
土
教
理
史
上
、
同
軌

の
営
み
の

跡
を
見
る
思
い
が
す
る
の
で
あ
る
。

私
は
前
述
の
如
き
流
れ
の
中
で
、
五
念
門
を
理
解
す
る
と
共
に
、
法

然
が
浄
土
宗
を
開
宗
す
る
に
当

っ
て
、
源
信
に
導
び
か
れ
会
心
の
糸
口

を
見
い
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
さ
ら
に
善
導
犬
師
の
教
学

へ

と
身
心
共
に
歩
を
進
め
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
か
。
こ
の
課
題
を
開
明

す
る
為

に

『往
生
要
集
』
に
お
け
る

『
往
生
礼
讃
偶
』
の
引
用
に
焦
点

を
合
わ
せ
、

こ
の

「何
故
」
と
い
う
点
を
検
討

し
て
み
た
い
と
思
う
。

善
導
犬
師
は

『
往
生
礼
讃
』
(以
下
、
か
く
略
称
す
)
前
序
に

お

い

て
、
五
念
門
を
示
し
、
そ
の
中
で

五
門
既
具
定
得
二往
生
二

一
門
与
二上
三
心
一合
随
起
二業
行
一不
や問
多
少
一皆

名
ご真
実
業
一也
応
レ知

と
い
い
、
五
念
門
を
成
就
す
れ
ば
往
生
す
る
事
が
出
来
る
。
し
か
し
各

々
の
門
に
は
必
ず
三
心
が
具
足
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
さ
ら

に
三
心
が
具
足
さ
れ
れ
ば
、

た
と
え
、
五
門
全

て
が
成
就
さ
れ
な
く
と

も
真
実
の
業
と
言
い
得
る
と
し
て
い
る
。
犬
師

に
お
い
て
は
、
既
に
五

念
門
に
対
す
る
三
心
の
優
越
性
が
意
識

の
中
に
存
在
し
て
い
る
事
を
認

め
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

更
に
こ
の
三
心
中

の
深
心
釈

に

お

い

て

「
信
知
…
…
称
二
名
号
一下

至
ご
十
声

一
声
等
一定
得
往
生
」
と
い
い
、
『
往
生
論
』
や

『
往
生
論
註
』

に
お
い
て
は
五
念
門
行
中

の
第
二
、
讃
嘆
門
に
お
い
て
説
か
れ
来

っ
た

称
名
が
、
所
を
か
え
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
凡
夫
相
応
の
修

相
と
し
て
称
名
念
仏
に
絶
犬
な
る
意
味
を
見
い
出
す
善
導
に
と

っ
て
、

称
名
行
を
五
念
門
中
に
説
く
事
は
全
く
首
肯
で
き
な
い
も
の
で
あ

っ
た

の
だ
。
そ
し
て
、
よ
り
高

い
価
値
を
具
す
る
も

の
と
考
え
る
三
心

(釈
)

の
中
に
、
改
め
て
提
示
す
る
形
を
と

っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
序

の
後
半
の
文
に

『文
殊
般
若
経
』

の
一
行
三
昧
を
掲
げ
、

さ
ら
に
後
序
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に
お
け
る
称
名

の
再
説
な
ど
を
鑑
み
る
と
き
、
改
め
て
五
念
門
と
い
う

伝
説
的
願
生
規
範

に
対
す
る
、
称
名

一
行
の
優
越
性
が
、
明
瞭
に
打
ち

出
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
出
来
よ
う
。

そ
れ

で
は
、
善
導

の
教
学
に
強
い
影
響
を
受
け
た
、
源
信
に
お
い
て

は
如
何

な
る
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
か
、
『往
生
要
集
』
全
巻

の
中

に
、

こ
の
三
心
と
称
名

の
と
り
扱
か
い
を
た
ど

っ
て
み
た
い
。

本
書

の
中

『
往
生
礼
讃
』
の
引
用
は

『摩
詞
止
観
』
、
『
観
念
法
門
』

と
並
ん

で
、
同
書

に
お
け
る
修
行
方
法
を
示
す
犬
変
重
要
な
部
分
を
担

っ
て
い
る
。

修
行
方
法
多
在
一摩
詞
止
観
掛
及
善
導
和
尚
観
念
法
門
並
六
時
礼
讃
一贅

と
あ

っ
て
、
そ

の
重
要
な
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
は
迦
才

『浄
土
論
』
八
例
、
道
紳

『
安
楽
集
』
十
二
例
、
慈
恩

『
西
方
要
決
』

一
四
例
、

懐
感

『群
疑
論
』
二
十
五
例
な
ど
、
他
著
か
ら
の
引
用
例
も

多
数
に

の
ぼ
る
が
、
右
掲
の
引
用
文
に
も
あ
る
如
く
、
内
容
的
に
は
浄

土
往
生
業

の
骨
格
は
、
特
に

『
往
生
礼
讃
』
と

『
観
念
法
門
』
に
よ
っ

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
又

『
往
生
礼
讃
』
引
用
の
特
色
を
見
る

と
、
そ

の
引
用
箇
所
が
前
序
及
び
後
序

に
限
ら
れ
て
い
る

こ
と

で
あ

る
。
そ

の
前
序
と
は
、
第

一
に
安
心
起
行
作
業
の
説
明
と
し
て
三
心
、

五
念
、

四
修
が
示
さ
れ
、
第

二
に
専
ら
称
名
念
仏
を
修
す
る
事
が
示
さ

れ
、

一
行

三
昧
が
経
典
引
用
に
よ

っ
て
明
示
さ
れ
る
と
共
に
、
問
答
に

よ

っ
て
疑
を
解
し
、
第

三
に
専
雑
の
得
失
を
論
じ
て
全
体
を
結
す
る
と

い
う
構
成

か
ら
な

っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
全
て
が
浄
土
教
理
史
上
、
誠

に
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。

源
信
は
、

『
往
生

礼
讃
』

に
、
教
学
上
に
お
け
る
重
犬
な
意
義
を
認
め

つ
つ
も
、

こ
の
部

分
を
特

に
依
用
し
て
い
た
事
に
着
目
し
た
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
実

際
に
文
に
即
し
、

こ
れ
ら
の
引
用
を
検
索
し
て

み
た
い
と
思
う
。

『往
生
要
集
』
に
は
、
『
往
生
礼
讃
』
か
ら
の
引
用
が
、
次
の
如
く
九

例
み
ら
れ
る
。

(
一
)

又
有
善
導
和
尚
六
時
礼
法
。
不
可
具
出
。
設
無
余
行
。
但
依
礼
拝
。
亦

得
往
生
。

こ
れ
は
直
接
引
用
で
は
な
い
が

「善
導
和
尚
に
六
時

の
礼
法
有
り
」
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
『往
生
礼
讃
』
に
お
け
る
六
時
礼
讃
を

指

す

も

の
と
思
わ
れ
る
。

(
二
)

善
導
禅
師
云
。

畢
命
為
期
。
誓
不
中
止
。

こ
の
文
は

『
往
生
要
集
』
第
五

「助
念
方
法
」
第
二
、
「
修
行

相

貌
」

に
説
く
四
修
の
初
め
に
明
ら
か
す
長
時
修
の
説
明
に
引
用
す
る
。

(
三
)

面
向
西
方
者
最
勝
。
如
樹
先
傾
倒
必
随
曲
。
必
有
事
擬
。
不
及
向
西
方

者
但
作
向
西
想
亦
得
。

こ
の
文
も
、
同
じ
く

「
修
行
相
貌
」
に
説
く
四
修
の
第
二
、
懸
重
修
に

引
用
さ
れ
る
文
で
あ
る
。
こ
の
文
は

『往
生
礼
讃
』
に
説
く
、

四
修
の

文
で
は
な
く
、

四
修
の
後
で
説
く

『観
経
』
に
よ
り
面
を
西
に
向
か
わ

せ
る
こ
と
を
説
い
た
文
で
あ
る
。
『
西
方
要
決
』
に
基
づ
き
、
懇

重

修

と
称
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
五
念
門
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て

(久
米
原
)

一
六
九
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『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
五
念
門
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て

(久
米
原
)
 

一
七
〇

(
四
)心
心
相
続
。
不
以
余
業
間
。
又
不
以
貧
瞑
等
間
。
随
犯
随
繊
。
不
令
隔

念
。
隔
時
隔
日
。
常
令
清
浄
。

こ
れ
も
や
は
り
、
「
助
念
方
法
門
」
第
二
に
説
く
四
修

の
第

三
、
無
間

修
の
説

明
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

「随
犯
随
戯
」
こ
そ
、

善
導
念

仏
の
性
格

の
一
面
を
端
的
に
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、

こ
の
部
分

に
着
眼
点
が
定
め
ら
れ
て
い
る
事
は
、
特

に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
五
)

専
称
彼
仏
名
。
専
念
専
想
。
専
礼
専
讃
。
彼
仏
及
一
切
聖
衆
等
。
不
雑

余
業
。

こ
れ
も
同
じ
く
無
余
修

の
説
明
に

『
西
方
要
決
』

に
続
い
て
引
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

(
六
)

一
至
誠
心
。
謂
礼
拝
讃
歎
念
観
。
三
業
必
須
真
実
故
。
二
深
心
。
謂
信

知
自
身
是
具
足
煩
悩
凡
夫
。
善
根
薄
少
。
流
転
三
界
。
未
出
火
宅
。
今
信

知
弥
陀
本
弘
誓
願
。
及
称
名
号
。
下
至
十
声

一
声
等
。
定
得
往
生
。
乃
至

一
念
。
無
有
疑
心
。
三
廻
向
発
願
心
。
謂
所
作
一
切
善
根
。
悉
皆
廻
向
。

願
往
生
故
。
具
此
三
心
。
必
得
往
生
。
若
少

一
心
。
即
不
得
生
。

こ
れ
も
、
や
は
り
修
行
相
貌
に
お
い
て
、
四
修
の
用
心
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
文
で
あ
り
、

こ
こ
で
も
善
導
に
よ
る
三
心
釈
が
依
用
さ
せ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
七
)

若
入
観
及
睡
時
。
応
発
此
願
。
若
坐
若
立
。
一
心
合
掌
。
正
面
向
西
。

十
声
称
阿
弥
陀
仏
。
観
音
勢
至
諸
菩
薩
。
清
浄
犬
海
衆
尭
。
而
発
見
仏
菩

薩
。
及
極
楽
界
相
之
願
。
即
随
意
入
観
。
及
睡
得
見
。
除
不
至
心
。

や
は
り
、
修
行
相
貌
に
お
い
て
、
四
修
、

三
心
を
解
く
段

に
続

き

発

願
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
文
か

ら
本
願
摂
受
と
身
相
光
明
等
の
示
現
を
願
う
文
が
省
か
れ
て
お
り
、
発

願
見
仏
の
解
説
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
事
が
分
る
。

(八)

衆
生
障
重
。
観
難
成
就
。
是
以
犬
聖
。
悲
憐
直
勧
。
専
称
名
字
。

犬
文
第
七
、
念
仏
利
益
門
の
第
三
に
お
い
て
、
専
称
名
字

の
見
仏
を
解

き
勧
め
る
所
の
引
用
で
あ
る
。

(
九
)

若
能
如
上
。
念
々
相
続
。
畢
命
為
期
者
。
十
即
十
生
。
百
即
百
生
。
若

欲
捨
専
。
修
雑
業
者
。
百
時
希
得

=
一
。千
時
希
得
三
五
。

犬
文
第
十

「
問
答
料
簡
」
第
二

「
往
生
階
位
」

に
お
い
て
、
九
品
の
往

生
を
論
ず

る
所
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
細
註

に
よ
る
と
三
心
、

四
修
を
も

っ
て
五
念
門
を
修
す
る
も
の
は
百
即
百
生
す
る
と
説

い
て
い

る
。
し
か
し
、
『
往
生
礼
讃
』
で
は
、
称
名
念
仏
の

み

の
、

一
行
相
続

に
よ
る
百
即
百
生
を
説
く
文
と
な
っ
て
お
り
、
若
干
意
味
の
転
用
が
見

ら
れ
る
。

以
上

『往
生
礼
讃
』

の
引
用
九
文

の
う
ち
、

初
め
の
一
例
は
引
用
文

で
は
な
い
が
、

五
念
門

の
中

の
礼
拝
門
を
行
ず

る
に
つ
い
て
、
龍
樹
の

『
十
二
礼
文
』
に
よ
る
の
を
広
行
と
い
い
、
こ
れ
に
関
連

し
て
、
善
導

に
も

「六
時
礼
讃
」
に
よ
る
礼
拝
行

の
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も

の
で
あ

る
。
次
の
六
例
は
、
全
て
四
修
と
三
心

の
説
明

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

各

々
の
引
用
文
は
省
略
さ
れ
た
り
、
本
来
の
意
と
は
異
な

っ
た
意
図
を

付
加
さ
れ
た
も

の
な
ど
が
あ
る
が
、

四
修
法
の
説
明
に
引
用
せ
ら
れ
た

四
例
は
、
釈
解

の
中
枢
を
な
す
解
説
文
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
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事
に
注
目
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
四
修
を
行
ず
る
時

の
心
の
用
い
方

を
示
す

に
当

っ
て
、
は
じ
め
て

『
往
生
礼
讃
』
の
三
心
釈
が
依
用
せ
ら

れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
三
心
は

『
往
生
礼
讃
』
に
て
は
、
浄

土
往
生

の
起
行
で
あ
る
と
こ
ろ
の
五
念
門
行
を
修
す
る
時

の
安
心
と
し

て
、
い
わ
ぽ
往
生

へ
の
必
須
要
因
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
『
往
生
要
集
』
で
は
五
念
門
を

「正
修
念
仏
」
と
し
、
そ

の
中

心
た
る
観
察
門

(観
念
)
を
助
成
す
る
為
に

「
助
念
方
法
」
を

立

て
、

そ
の
中

の
一
分
科

(全
七
科
)
に
お
い
て
提
示
さ
れ
、
観
念
を
相
続

す

る
方
法

(
四
修
法
)
の
用
心
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ

な

い
の
で
あ
る
。
善
導
に
お
い
て
は
、
修
道
の
根
幹
で
あ

っ
た
三
心
が
、

源
信
に
お

い
て
は
、
い
わ
ば
縮
少
さ
れ
た
価
値

(位
置
)
づ
け

を

も

っ

て
吸
収
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
、

こ
こ
で
称
名

の
と
り
扱
い
に
つ
い
て
も
、
若
干
ふ
れ
て
み
た

い
と
思
う
。

『
往
生
要
集
』
第
五
、
「正
修
念
仏
」
に
お
い
て
示
さ
れ
る
五
念

門

の
中
、
第

四
の
観
察
門
に
お
い
て
説
か
れ
る
観
法
は
、
易
行
化
の
色
彩

を
呈
し
た
も
の
と
な
り
、
理
に
対
す
る
事
と
し

て
、
ま

ず

別

相
、
総

相
、
雑
略

の
三
観
が
う
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

し
か
る
に
、
こ
れ
に
も
堪
え
ざ
る
者
に
対
し
て
は
、
「
も
し
相
好
を
観

察
す
る
に
堪
え
ざ
る
も
の
有
ら
ば
、
域
は
帰
命
想
に
よ
り
、
或
は
引
接

想
に
よ
り
、
或
は
往
生
想
に
よ
り
、
応
に

一
心
に
称
念
す
べ
し
」
と
再

説
し
て
い
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
易
行
化
は
、
む
ろ
ん
観
察
の
範
囲
内

に
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
作
者
自
身
の
自
己
省
察
を
背
景

と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
甚
だ
主
観
的
な
も

の
で
あ
る
。

こ
の
称
念
は
、
智
顕
が

『
摩
詞
止
観
』
の
常
行

三
昧
を

示

す

に

当

っ

て
、
休
息
な
く
行
道
し
な
が
ら
唱
念
と
も
に
運
ぶ
こ
と
を
示
し
た
中
に

一
貫
す
る

「
心
称
念
」
を
継
承
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
源
信
は
智
顕

の

示
す
と
お
り

「
も
し
坐
し
て
疲
極
し
、
あ
る
い
は
疾
病
に
困

し

め

ら

れ
、
あ
る
い
は
睡
蓋
に
覆
わ
れ
…
…
正
念
の
心
を
奪
い
、
遣
却
す
る
こ

と
能
わ
ざ
る
」
入
の
為
に
名
字
を
称
せ
し
め
る
と
い
う
立
場
と
、
同

一

の
認
識
の
上

に
立

っ
て

「
称
念
」
を
勧
励
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま

り
、
観
念
に
堪
え
得
る
入
で
あ

っ
て
も
、
病
気

や
老
衰
、
命
終
に
臨
む

と
い
っ
た
場
合
は
、
こ
の
称
念
を
修
す
べ
き
入
と
な
る

の

で

あ

る
。

又
、
『往
生
要
集
』
第
六
、
「別
時
念
仏
」
に
お

い
て
命
終
時
の
行
者
に

対
し
、
十
事
の
観
念
を
示
し
て
い
る
が
、

そ
こ
で
説
か
れ

る
念

仏

行

も
、
正
し
く
帰
命
、
引
摂
、
往
生

の
各
想
に
わ
た
る
念
仏
で
あ
り
、
こ

こ
で
も
諸
の
事
観
に
す
ら
堪
え
得
な
い
臨
死
の
者
に
対

し
、
「
称

念
」

が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
帰
命
等

の
三
想
念
仏
は
色
想

観
す
ら
行
じ
得
な
い
が
、
語
黙
作
作
に
、
常

に
こ
の
念
を
胸
中
に
お
く

事

の
出
来
る
入
を
正
機
と
し
、
更
に
は
臨
終

の
入
の
為
に
創
設
さ
れ
た

も
の
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
か
く
判
断
す
る
な
ら
ば
、

三
想
に

一

貫
す
る

「
一
心
称
念
」
は
、
正
し
く

「観
」
の
枠

か
ら
外
れ
た
行
と
し
て
、

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

先
に
記
し
た

『
往
生
礼
讃
』
に
お
け
る

「称
名
別
立
」
と
、
右

の
三

『
往
生
要
集

』
に
お
け
る
五
念
門

の
歴
史
的
意

義

に
つ
い
て

(
久
米
原
)
 

一
七

一
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『
往
生
要
集

』
に
お
け

る
五
念

門

の
歴
史
的
意
義
に

つ
い
て

(久
米
原
)
 

一
七

二

想
を
背
景
と
す
る

「称
念
」
別
立
は
、
「観
」
を
目
途
と
し
な
い
と
い
う
、

同

一
の
理
念
に
立
脚
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
事
が

出

来

よ

う

(無
論
、
観
の
助
成
と
し
て
の
称
念
も
存
在
す
る
事
は
当
然
で
あ
る
)
。
し
か

る
に
そ
の
価
値
づ
け
に
つ
い
て
は
、
単
に
易
行
で
あ
る
と
す
る
理
由
に

よ
っ
て
立

つ
傾
向
の
強

い
源
信
と
、
末
法
時

一
切
衆
生
を
凡
夫
と
認
定

し
、

こ
れ

に
相
応
す
る
唯

一
最
高
の
価
値
を
有

す

る
、
「独
立

一
行
」

と
し
て
設
定
す
る

『
往
生
礼
讃
』
に
お
け
る
称
名
の
意
と
で
は
、
相
当

の
へ
だ
た
り
が
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、

『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
五
念
門
の
受
容
を
見
た
わ
け

で
あ

る
が
、
法
然
教
学
と
の
落
差
を
捉
え
よ
う
と
し
た
場
合
、
三
心
と
称
名

(念
)
の
扱
い
方
の
差
異
が
、
両
者
を
隔
て
る
犬
き
な
関
門

と
な

っ
て

い
る
事
を
指
示
し
た
い
の
で
あ
る
。
坪
井
俊
映
氏
の
指
摘
に
よ
る
ま
で

も
な
く
、

『往
生
礼
讃
』
は
前
後
九
回

に
わ
た

っ
て

『往
生
要
集
』
に

引
用

(改

文
を
含
む
)
さ
れ
て
い
る
、
し
か
し
、

こ
と
五
念
門
に
関
し

て
い
え
ば
、

わ
ざ
わ
ざ

『礼
讃
』
が
そ

の
順
序
を
組
み
替
え
、

三
心
を

背
景

(安
心
)
と
す
る
称
名
念
仏

一
行

を

独
立
せ
る
最
高
価
値
の
も
の

と
し
て
別

立
し
た
、
そ

の
真
意
は
必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
形
で
受
け
継

が
れ
た
と

は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
善
導
が
そ

の
教
学
中
、
最
も
尊
び

か
つ
そ
の
中
核
に
位
置
づ
け
た
三
心
と
称
名
、

こ
れ
が
源
信
の
教
学
の

中
で
、
さ
ら
に
高
い
価
値
付
け
を
も

っ
て
受
け
入
れ
ら
れ

て

い
た

な

ら
、
以
後

の
法
然

の
会
心
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た

で
あ

ろ

う

か
、
甚
だ
興
味
深
い
も

の
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、

五
念
門
の
浄
土
教
史
上
に
果
た
し
た
役
割
り
と
、
又
そ
こ
か

ら
流
れ
出
る
新
ら
た
な
潮
流
、
方
向
付
け
と
い

っ
た
も
の
を
概
観
し
た

わ
け
で
あ
る
。

浄
土
の
祖
師
方

の
多
く
は
、
悉
く
こ
の
五
念
門
に
接
し
、
又
、

こ
れ

に
自
分
な
り
の
解
答
を
加
え
る
作
業
を
通
じ
て
、
独
自

の
教
跡
を
歴
史

の
上
に
記
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
紙
面

の
都
合
上
、
問
題
提
起
の
域

を
脱
し
な
い
論
考
と
な
っ
た
が
、
か
か
る
視
点

に
立

っ
た
、
よ
り
深
い

考
究
が
、
今
後
更
に
重
ね
ら
れ
、
法
然
浄
土
教

に
お
け
る
五
念
門
の
位

置
づ
け
が
適
確
に
な
さ
れ
る
事
を
願
う
も

の
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

往
生
要
集

(犬
正
犬
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)
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